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本 を 読 む と い う こ と。  
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「自 転 車 に 乗って。」
子供の頃、初めて自転車を手に入れた時、世界は一度に広がった。 

多くの学生たちにとって、自転車は今も相変わらず手放せない相棒だ。 

八王子キャンパスへと続く初夏の鮮やかな緑の中を、漕いで、進む。漕いで、進む。 

その単純な繰り返しが、驚くほど心地いい。 

ママチャリからMTB、そして近ごろ流行のピストまで。 

テクノロジーがどれだけ進化したって、ずっと自転車を漕ぎ続けていたい。 

Interview with Book Director.

幅さん、本の魅力ってなんですか？ 

Our Favorite Books.

最近、何読んでる？ 

Where is your favorite place?

本がもっと楽しくなる、そんな場所たち。 

帝京大生はこんな本を読んでいます。 

Campus Talk.
Bike「自転車に乗って。」 

Good Fellows.
やっぱり仲間が、一番です 

Good Health.
やっぱり健康が、一番です 

What's Up?
いま、何やってる？ 

Notice Board
大学からのお知らせです 

本を読むということ。
LOVE BOOKS 2OO7 
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ブ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知

ら
れ
る
B
A
C
H
（
バ
ッ
ハ
）
の

幅
允
孝
さ
ん
の
仕
事
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
店
の
本
棚
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
こ
と
だ
。彼
が
手
掛
け
る
本
棚
は
、

小
説
も
写
真
集
も
漫
画
も
教
科
書
も

雑
誌
も
分
け
隔
て
な
く
並
ぶ
小
宇
宙

の
よ
う
。
決
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で

は
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
世
界
観

で
、
そ
の
本
棚
を
前
に
す
る
と
、
一

冊
ず
つ
手
に
と
っ
て
み
た
く
な
る
親

し
み
を
感
じ
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。 

　

本
棚
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
、
本
の

セ
レ
ク
ト
か
ら
は
じ
ま
る
。
買
い
付

け
に
行
く
時
は
、
一
日
に
何
千
冊
も

の
本
を
手
に
と
る
と
い
う
幅
さ
ん
だ

が
、
ブ
ッ
ク
セ
レ
ク
ト
の
コ
ツ
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？ 

       

 

「
ど
ん
な
本
で
も
面
白
が
れ
る
こ

と
。
そ
う
い
う
柔
ら
か
い
マ
イ
ン
ド

で
本
に
接
す
る
こ
と
が
、
良
い
本
に

出
会
う
方
法
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
で
も
、
ま
ず
は
自
分
と
気
の

合
う
本
屋
さ
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
。

自
分
の
好
み
が
わ
か
っ
て
く
る
の

で
。
そ
こ
で
あ
る
程
度
読
み
込
ん
だ

ら
、
自
分
の
趣
味
体
系
と
は
違
う
本

も
読
ん
で
み
る
。
そ
ん
な
時
に
有
効

な
の
が
大
型
書
店
や
図
書
館
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
書
店
と
は
違
っ
て
、
思

い
も
よ
ら
な
い
本
と
の
偶
然
の
出

会
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
う
い

っ
た
出
会
い
の
数
々
が
、
人
間
と
し

て
の
豊
か
さ
に
も
繋
が
っ
て
く
る

と
思
う
ん
で
す
」。 

　

そ
ん
な
幅
さ
ん
が
大
学
時
代
に

最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
村
上
春

樹
。『
風
の
歌
を
聴
け
』
は
、
他
の

作
品
に
は
な
い
ピ
ュ
ア
な
感
じ
が
、

今
読
ん
で
も
泣
け
る
の
だ
と
い
う
。 

 

「
村
上
春
樹
も
そ
う
だ
け
ど
、
大
学

時
代
に
戻
れ
る
な
ら
、
時
間
が
な
い

と
読
め
な
い
も
の
を
一
気
に
読
み

た
い
。
ぐ
っ
と
入
り
込
め
る
一
気
読

み
は
相
当
幸
せ
で
す
ね
。
あ
と
は
世

界
の
共
通
言
語
に
な
っ
て
い
る
物

語
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
も
の
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
基
準
を
知
る
こ
と
だ

し
、
そ
れ
は
自
分
の
ベ
ー
ス
を
つ
く

る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
。
な
る
べ
く

そ
う
い
う
も
の
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
お
く
と
、
あ
と
で
自
分
が
何
か
を

感
じ
た
時
に
応
用
を
利
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
」。 

　

最
近
、
幅
さ
ん
が
手
掛
け
た
の

は
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
銀

行
の
本
棚
だ
。
テ
ー
マ
は
「
お
金
を

使
っ
て
何
を
や
る
の
か
」
を
考
え
る

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
の
だ
と
い
う
。 

 

「
い
つ
か
大
学
の
図
書
館
や
病
院
の

待
合
室
の
本
棚
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
て
み
た
い
で
す
ね
。
大
学
生
が
読

む
べ
き
本
を
一
万
冊
く
ら
い
並
べ

た
本
棚
だ
っ
た
り
、
気
の
弱
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
を
勇
気
づ
け
る
本
棚

だ
っ
た
り
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

た
ち
の
目
に
届
く
本
棚
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
て
み
た
い
で
す
ね
」。 

クリックひとつで本を買える時代。けど、それは本に出会う喜びや 
選ぶ楽しみも奪うこと。さまざまなお店の本棚を 
プロデュースする幅允孝さんに聞く、本との付き合い方。 
まだまだ知らない本の魅力について教えてもらいました。 

Interview with Book Director. 

幅さん、本の魅力って  
なんですか？ 

ブックディレクター。『TSUTAYA 
TOKYO ROPPONGI』をはじめ、
国立新美術館の『スーベニア フ
ロム トーキョー』や東京ミッド
タウン『スルガ銀行 d-labo』、な
どの本棚をプロデュース。他に
本の編集、執筆なども手掛ける。   
http://www.bach-inc.com/ 

BACH（バッハ）代表

幅允孝さん  Yoshitaka Haba

富
士
日
記 

武
田
百
合
子 

富
士
山
麓
で
の
暮
ら
し
を
綴
っ
た
日

記
。
読
み
重
ね
る
う
ち
に
、
生
活
の
匂

い
と
心
地
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
日
記
。 

L
I
B
R
A
R
I
E
S 

カ
ン
デ
ィ
ダ・へ
ー
フ
ァ
ー 

世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

を
お
さ
め
た
写
真
集
。
本
棚
が
創
り
出

す
美
し
く
荘
厳
な
空
間
に
浸
り
た
い
。 

食
べ
も
の
記 

森
枝
卓
士 

 
世
界
各
地
の
食
文
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
一
冊
。
異
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

が
、
人
と
し
て
の
豊
か
さ
に
も
繋
が
る
。 

本を読 むということ。

特
集 

偶然、手にした一冊の本。それは軽くて、古くて、 
小さいけれど、エアチケットのように、いつでも 

どこでも自由に飛びたてる不思議なチケット。心地よい 
陽射しとさわやかな風が吹き抜ける八王子キャンパスで、 

あなたはこの本を片手に、どこへ旅しますか？ 
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帝 京 大 生はこんな本を
読んでいます。

Our Favorite Books. 

最 近 、何 読んでる？ 

外国語学部
外国語学科講師

筒井史緒先生 

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森 

村
上
春
樹 

僕
は
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
空
港
に
着
陸
直
前
の
飛
行
機
の
中

で
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
を
耳
に
す
る
。

そ
し
て
、
18
年
前
の
あ
の
時
を
回
顧
す
る
。 

赤
毛
の
ア
ン 

モ
ン
ゴ
メ
リ 

グ
リ
ー
ン
・
ゲ
イ
ブ
ル
ズ
の
美
し
い
自
然
の
中
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
と
、
そ
の
中
で
成
長
す

る
ア
ン
を
綴
る
永
遠
の
名
作
。 

黒
人
リ
ズ
ム
感
の
秘
密 

七
類
誠
一
郎 

黒
人
の
リ
ズ
ム
感
は
後
天
的
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
？　

な
ど
、
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
大
成
功
を

お
さ
め
た
著
者
が
す
べ
て
の
疑
問
に
答
え
る
。 

文学部
日本文化学科 4年生

熊沢美貴子さん 

黄
色
い
目
の
魚 

佐
藤
多
佳
子 

友
情
で
も
愛
情
で
も
な
い
、
微
妙
な
距
離
感
の
2
人
。

16
歳
と
い
う
青
春
期
の
心
情
を
み
ご
と
な
ま
で
に
表
現

し
た
、
か
け
が
え
の
な
い
物
語
。 

吾
輩
は
猫
で
あ
る 

夏
目
漱
石 

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
。
名
前
は
ま
だ
無
い
」
で
有
名
な

漱
石
の
処
女
小
説
。
ネ
コ
の
目
を
通
し
て
人
間
社
会
を

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
い
た
、
名
作
。 

六
の
宮
の
姫
君 

北
村
薫 

芥
川
龍
之
介
の
短
編
「
六
の
宮
の
姫
君
」
に
寄
せ
ら
れ

た
言
辞
の
謎
に
迫
る
ミ
ス
テ
リ
ー
。
芥
川
龍
之
介
を
知

ら
ぬ
と
も
楽
し
め
る
、
傑
作
小
説
。 

八王子キャンパス
MELIC 職員
（メディア・ライブラリー・センター）

辺見純子さん 

小学生の頃、『マガーク少年探

偵団』というアメリカの図書館

が舞台の推理小説を読んで、図

書館に勤務したいと思ったんで

す。

憧れだった、本に囲まれた
生活を堪能中です。

実家が本屋なので、小学生の頃

から読書家でした。あの頃は日

に２～３冊は読破していたの

で、父に小説を山盛りで買って

もらってましたね。

本屋の娘の私は、
小学生から本の虫でした。

本を読むって、自分の知らない

世界を覗けたり、場所に行けた

り、人になれたりといろいろな

経験ができて、本当に素敵です

よね。

読書はなくてはならない、
生活の一部です。

小学生時代の恩師の引率で、小

学校の裏山へ土器の発掘をしに

行ったんですよ。それが、歴史

に興味を持ち始めたきっかけで

すね。

自宅以外に書庫を持つほど、
本が好きです。

八王子キャンパス
警備室

山本輝明さん 

名
君
保
科
正
之
と
会
津
松
平一族 

新
人
物
往
来
社 

二
代
目
将
軍
秀
忠
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
保
科
正
之
。

誠
実
無
私
の
心
で
時
代
を
変
え
た
会
津
藩
祖
の
生
涯
を

写
真
と
資
料
で
紹
介
す
る
。 

豊
臣
家
の
人
 々

司
馬
遼
太
郎 

秀
吉
の
家
族
や
養
子
秀
次
な
ど
、
豊
臣
家
に
属
し
た

人
々
を
描
く
連
作
長
編
小
説
。
豊
臣
家
の
栄
華
の
あ
と

を
、
冷
静
に
描
写
す
る
極
上
の
秀
作
。 

真
田
太
平
記 

池
波
正
太
郎 

武
田
信
玄
に
仕
え
て
い
た
、
真
田
昌
幸
。
武
田
家
が
織

田
・
徳
川
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
た
の
ち
、
真
田
家
の
存
続
を

か
け
て
孤
独
と
試
練
の
時
を
迎
え
る
。 

星
の
王
子
様 

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ 

「
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
ね
、
目
に
見
え
な
い

ん
だ
よ
…
…
。」
世
界
1
0
0
カ
国
以
上

の
言
語
に
訳
さ
れ
た
不
朽
の
名
作
。 

バ
ッ
テ
リ
ー 

あ
さ
の
あ
つ
こ 

天
才
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
、
野
球
を
通
じ
家
族

や
友
人
と
の
関
係
を
築
く
。
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
夢
中
に
な
る
傑
作
。 

夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク　
 

恩
田
陸 

高
校
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
「
歩
行
祭
」
に
、

主
人
公
が
密
か
に
賭
け
た
想
い
が
歩
き
だ

す
。
現
代
青
春
小
説
の
新
金
字
塔
。 

リ
ン
さ
ん
の
小
さ
な
子 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
ロ
ー
デ
ル  

戦
争
難
民
の
リ
ン
さ
ん
と
、
異

国
で
妻
を
失
っ
た
男
と
の
、
友

情
と
共
感
の
物
語
。 

Check this out!

ためになった本
国
家
の
品
格 

藤
原
正
彦 

日
本
に
必
要
な
の
は
、
英
語
よ
り
も
国

語
、
民
主
主
義
よ
り
も
武
士
道
。
日
本

人
に
誇
り
を
与
え
る
画
期
的
日
本
論
。 

人
は
見
た
目
が
９
割 

竹
内
一
郎 

理
屈
は
、
ル
ッ
ク
ス
に
勝
て
な
い
!？　

日

本
人
の
た
め
の
非
言
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
入
門
。
外
見
の
パ
ワ
ー
に
圧
巻
。 

バ
カ
の
壁 

養
老
孟
司 

「
話
せ
ば
わ
か
る
」
な
ん
て
大
ウ
ソ
。
私

た
ち
を
取
り
囲
む
、
見
え
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
「
壁
」
に
触
れ
て
み
て
は
？ 

芸
術
起
業
論 

村
上
隆 

現
代
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
〝
頂
点
〞

を
極
め
た
村
上
氏
が
説
く
、

超
ビ
ジ
ネ
ス
書
。 

Check this out!

これから読みたい本
東
京
タ
ワ
ー　
 

リ
リ
ー・フ
ラ
ン
キ
ー 

母
と
子
、
父
と
子
、
永
遠
に
続
く
愛
と

友
情
を
綴
る
物
語
。
決
し
て
色
褪
せ
る

こ
と
が
な
い
感
動
の
ス
ト
ー
リ
ー
。 

陰
日
向
に
咲
く 

劇
団
ひ
と
り 

落
ち
こ
ぼ
れ
た
ち
の
純
真
を
、
愛
と
笑
い

で
優
し
く
包
ん
だ
心
温
ま
る
連
載
小
説
。

2
0
0
8
年
春
、
映
画
公
開
予
定
。 

泣
け
る
２
ち
ゃ
ん
ね
る 

泣
け
る
２
ち
ゃ
ん
ね
る
管
理
人 

 
あ
の
巨
大
匿
名
掲
示
板「
2
ち
ゃ
ん
ね
る
」

に
、
書
き
込
ま
れ
た
「
泣
け
る
話
」
を

厳
選
し
た
珠
玉
の
1
冊
。 

イ
タ
リ
ア
ン・
テ
ル
メ 

伊
藤
明
子
、山
本
竜
隆 

多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
イ
タ

リ
ア
各
地
の
温
泉
を
統
合
治
療

の
観
点
か
ら
紹
介
。 

Check this out!

面白いマンガ
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク 

井
上
雄
彦 

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
お
好
き
で
す
か
？
」

の
ひ
と
言
か
ら
始
ま
る
バ
ス
ケ
人
生
。
問

題
児
、
桜
木
花
道
の
青
春
物
語
。 

ド
ラ
え
も
ん 

藤
子
・
F
・
不
二
雄 

1
9
7
0
年
の
連
載
開
始
以
来
、
世
代

を
越
え
て
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
ド
ラ
え
も

ん
は
、
つ
い
に
国
境
を
も
越
え
た
。 

M
A
S
T
E
R 

K
E
A
T
O
N 

浦
沢
直
樹 

考
古
学
者
・
保
険
調
査
員
・
元
S
A
S

教
官
、さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
も
つ
平
賀
＝
キ
ー

ト
ン
・
太
一
が
難
事
件
に
挑
む
。 

狩
撫
麻
礼 

作
品
集 

松
本
大
洋 

他 

高
校
生
の
切
な
い
青
春
を
描
い

た
、
松
本
大
洋
『
リ
ボ
ル
バ
ー
』

収
録
。
オ
ム
ニ
バ
ス
作
品
。 

Check this out!

無人島に持って行きたい本
や
ま
な
し 

宮
沢
賢
治 

小
さ
な
谷
川
の
底
で
蟹
の
兄
弟
が
交
わ

す
不
思
議
な
会
話
。
誰
も
が
や
さ
し
く

な
れ
る
透
明
感
溢
れ
る
短
編
。 

冒
険
手
帳 

谷
口
尚
規
／
イ
ラ
ス
ト 

石
川
球
太 

火
の
お
こ
し
方
か
ら
イ
カ
ダ
の
組
み
方
ま

で
。
生
き
の
び
る
た
め
に
必
要
な
知
恵
や

技
術
を
紹
介
。
サ
バ
イ
バ
ー
必
見
！ 

十
五
少
年
漂
流
記 

ジ
ュ
ー
ル・
ヴ
ェ
ル
ヌ 

無
人
島
に
漂
流
し
た
15
人
の
少
年
た
ち

の
物
語
。
対
立
と
助
け
合
い
を
通
し
て
成

長
す
る
少
年
た
ち
の
冒
険
小
説
。 

日
本
の
島
ガ
イ
ド 

シ
マ
ダ
ス 

（
財
）日
本
離
島
セ
ン
タ
ー 

 
北
海
道
か
ら
、
沖
縄
県
ま
で
。

全
国
の
島
々
を
網
羅
し
た
島
の

最
新
情
報
を
紹
介
。 

Check this out!

一年にどのくらい本を読む？
1～5冊 
5～10冊 
10冊～20冊 

30% 

20% 

21% 

20冊～50冊 
50冊以上 

12% 

17% 

好きなジャンルは？
恋愛小説 
推理小説 
歴史小説 
純文学 
SF小説 

14% 

13% 

8% 

8% 

6% 

サブカルチャー本 
アート関連本 
ビジネス本 
マンガ 

8% 

2% 

8% 

33% 

 

め
い
と
こ
ね
こ
バ
ス 

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ 

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
短
編
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
「
め
い
と
こ
ね
こ
バ
ス
」
の
書
籍
版
。
ジ
ブ

リ
美
術
館
で
し
か
入
手
で
き
な
い
貴
重
な
逸
品
。 

あ
り
が
と
う
大
五
郎 

大
谷
淳
子
、大
谷
英
之 

手
足
が
な
い
と
い
う
障
害
を
抱
え
た
猿
、
大
五
郎
。
大

五
郎
の
生
き
た
、
2
年
4
ヶ
月
の
命
の
輝
き
や
感
動
を

フ
ォ
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
で
紹
介
。 

ク
ロ
ノ
ス・ジ
ョ
ウ
ン
タ
ー
の
伝
説 

梶
尾
真
治 

も
し
も
過
去
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
を
叶
え
る
た

め「
ク
ロ
ノ
ス
・
ジ
ョ
ウ
ン
タ
ー
」と
い
う
機
械
を
開
発
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
が
始
ま
る
。 

一番感動した本
Case 01

Case 02

Case 03

Case 04

Case 05

アンケート回答数 122人 
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旅
先
で
、
か
つ
て
読
了
し
た
は
ず

の
本
を
ふ
と
読
み
返
し
て
、
そ
れ
ま

で
は
見
え
な
か
っ
た
本
の
新
た
な
魅

力
に
気
づ
く ̶

̶
 

そ
ん
な
経
験
を

持
つ
人
も
多
い
は
ず
。
そ
れ
ぞ
れ
の

本
が
表
現
す
る
本
質
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
普
遍
的
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

読
む
場
所
や
状
況
に
よ
っ
て
、
ま
っ

た
く
違
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
要
す

る
に
「
印
象
」
と
い
う
の
は
、
自
分

の
心
の
あ
り
よ
う
次
第
で
簡
単
に
変

化
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

な
ら
ば
、
お
気
に
入
り
の
本
は
で
き

る
だ
け
心
地
よ
い
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
、
自
分
の
心
を
で
き
る
だ
け
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
し
て
読
み
た
い
も

の
。
初
夏
の
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
本
を
楽
し
く
し
て
く
れ
る
場
所

が
実
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
。 

　

ま
ず
は
や
っ
ぱ
り
2
0
0
6
年
に

新
設
さ
れ
た
M
E
L
I
C
。
凛
と
し

た
心
地
よ
い
緊
張
感
が
漂
う
館
内

は
、
訪
れ
た
人
を
ご
く
自
然
に
「
こ

れ
か
ら
本
を
読
む
の
だ
」
と
い
う
気

持
ち
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
机
や
椅
子
が
用
意
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
椅
子

を
見
つ
け
る
の
も
よ
し
。
ま
た
、
こ

の
時
期
一
番
オ
ス
ス
メ
な
の
が
、
２

号
館
周
辺
の
木
陰
。
さ
わ
さ
わ
と
枝

が
こ
す
れ
合
う
音
を
B
G
M
に
、
ゆ

る
り
と
流
れ
る
時
間
の
中
で
ゆ
っ
た

り
と
読
書
を
楽
し
め
ま
す
。
授
業
の

な
い
空
き
教
室
で
、
次
の
授
業
を
待

つ
間
、
ゆ
っ
く
り
と
本
を
読
み
ふ
け

る
学
生
の
姿
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。 

　

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
の
テ
ラ
ス
に
、
５

号
館
前
の
ベ
ン
チ
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

み
な
さ
ん
も
自
分
の
お
気
に
入
り
の

場
所
を
見
つ
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
読

書
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

1 2 
3 4 

5 

1＿MELIC の螺旋階段横のベンチは、立
ち読み的に本をセレクトするのに最適。
2＿学生ラウンジのテラスは、さわやか
な風が抜ける気持ちのいい場所。気持ち
いい自然を前に、ゆっくりと読書を。3
＿驚くほど読書に集中できるのは空き教
室。やっぱりここは「学び舎」なんですね。
4＿２号館近くの階段下のベンチは、ま
るでピクニック気分。5＿約５０万冊が
自慢のMELICはやっぱりみんなのオスス
メです。 

Favorite place

失恋の傷を癒すには恋愛小説を。就職活動にはビジネス本を。 
本を読む動機は人それぞれですが、どうせなら、 
心地よいシチュエーションで読みたいと思いませんか？ 
八王子キャンパスで見つけた、本がもっと楽しくなる場所、紹介します。 

Where is your favorite place? 

本がもっと楽しくなる、 
そんな場 所たち。 
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「〝
誰
に
で
も
き
ち
ん
と
挨
拶
を
す

る
こ
と
〞
は
、
帝
京
高
校
野
球
部
が

ず
っ
と
守
っ
て
い
る
伝
統
な
ん
で

す
よ
」 ̶

̶
 

そ
う
教
え
て
く
れ
た

の
は
、
４
番
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
し
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
キ
ャ
プ
テ
ン

の
３
年
生
・
中
村
晃
さ
ん
だ
。
野
球

部
の
練
習
は
、
平
日
は
午
後
２
時
半

か
ら
７
時
ま
で
、
休
日
は
ス
タ
ー
ト

時
間
が
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
や
は

り
午
後
７
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
る

の
だ
そ
う
。
も
ち
ろ
ん
目
標
は
甲
子

園
出
場
、
そ
し
て
優
勝
だ
。 

 

「
帝
京
高
校
の
野
球
部
に
入
部
し
た

い
と
思
っ
た
の
は
、
初
め
て
甲
子
園

で
ベ
ス
ト
８
に
な
っ
た
と
き
の
試

合
を
観
て
、
感
動
し
た
か
ら
で
す
。

入
部
す
る
前
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ち
ょ

っ
と
怖
い
か
な
っ
て
（
笑
）。
そ
れ

に
や
っ
ぱ
り
甲
子
園
は
憧
れ
の
場

所
で
し
た
か
ら
。
で
も
、
今
は
違
い

ま
す
。
帝
京
高
校
の
野
球
部
に
と
っ

て
、
甲
子
園
は
、
行
か
な
き
ゃ
い
け

な
い
責
任
の
あ
る
場
所
だ
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
い
で
す
け

ど
、
そ
の
ぶ
ん
〝
も
っ
と
頑
張
ろ

う
！
〞
と
い
う
励
み
に
も
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
東
京
都
の
大
会
を
し

っ
か
り
勝
ち
進
み
た
い
で
す
ね
」。 

　

中
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
帝
京
高
校

で
出
会
っ
た
野
球
部
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
、
一
体
ど
ん
な
存
在
な
の
だ

ろ
う
か
？ 

 

「
ず
っ
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
仲

間
な
の
で
、
お
互
い
の
こ
と
を
全
て

わ
か
り
あ
え
る
存
在
だ
と
思
っ
て

ま
す
。
何
か
の
縁
で
、
こ
の
帝
京
高

校
と
い
う
場
所
で
出
会
っ
た
ん
だ

と
思
う
の
で
、
そ
の
繋
が
り
を
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」。 

　

将
来
の
夢
は
プ
ロ
野
球
選
手
。
仲

間
と
共
に
培
っ
た
不
屈
の
帝
京
ス

ピ
リ
ッ
ツ
で
、
い
つ
か
き
っ
と
そ
の

夢
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。 

この夏の甲子園への出場が期待されている、帝京高校硬式野球部。 
その練習グラウンドに入ると、広いフィールドのあちこちから、 
「こんにちはー」という声が、元気いっぱい聞こえてくる。取材に訪れた 
スタッフに、部員全員が帽子を取って挨拶してくれた。晴れ渡った 
その日の空模様にも似た、胸のすくような気持ちよさが、そこにはあった。 

Baseball

や っ ぱ り 
が 、 

一 番 で す 

Good Fellows.

春夏あわせ、３度の甲子園優
勝を誇る強豪チーム。現在の
部員は 35 名。撮影時には、
スポーツマンらしい礼儀正し
さと高校生男子らしい茶目っ
気の両面を見せてくれたメン
バーたち。今日も、甲子園出
場を目指して、厳しい練習に
励んでいるはずです。 
 

Teikyo Senior high school
Baseball team

帝京高校硬式野球部
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大学時代の
経験が、
その後の
価値観や
人間性に
影響すると
思います。

A 頭痛・
めまい・
しびれ…
あらゆる
体調不良を
起こします。

い ま 、 
や っ 

て る ? 

What’s Up?

　

高
橋
徹
さ
ん
は
、
2
0
0
4
年
３

月
に
帝
京
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科

を
卒
業
し
た
２５
歳
。
八
王
子
キ
ャ
ン

パ
ス
に
４
年
間
通
い
、
サ
ッ
カ
ー
の

サ
ー
ク
ル
で
も
熱
心
に
活
動
し
て
い

た
と
い
う
。
現
在
は
、
株
式
会
社
デ

ィ
ス
コ
と
い
う
企
業
と
学
生
の
橋
渡

し
を
す
る
会
社
で
、
学
生
の
就
職
活

動
ツ
ー
ル
で
あ
る
『
日
経
ナ
ビ
』
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
部
署
に
所

属
。
主
に
3
年
生
を
対
象
と
す
る
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
、
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
母
校
で
あ
る
帝
京
大
学

を
は
じ
め
、
都
内
か
ら
長
野
・
新
潟

に
至
る
ま
で
、
４５
校
も
の
大
学
を
担

当
し
て
い
る
。 

 

「
い
ろ
ん
な
大
学
の
就
職
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
就
職
を
し
た
い

大
学
生
と
、
新
卒
社
員
を
募
集
し
て

い
る
企
業
の
橋
渡
し
を
す
る
よ
う
な

仕
事
で
す
。
具
体
的
に
は
、
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
た
り
、
自
己
分

析
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
り
、
実
際
に

僕
が
学
生
に
近
い
視
点
で
講
演
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
」。 

　

高
橋
さ
ん
が
今
の
仕
事
を
選
ん
だ

の
は
、
学
生
時
代
の
苦
い
経
験
か 

ら
。 

 

「
実
は
、
今
の
会
社
は
新
卒
で
入
っ

た
わ
け
で
は
な
く
て
、
２
社
目
な
ん

で
す
（
笑
）。
新
卒
で
入
っ
た
会
社

に
は
疑
問
を
感
じ
て
、
1
年
前
に
退

社
し
ま
し
た
。
そ
の
失
敗
は
、
も
と

を
た
だ
せ
ば
、
僕
の
就
職
活
動
が
甘

か
っ
た
か
ら
。
な
ん
と
な
く
会
社
説

明
会
に
行
っ
て
、
な
ん
と
な
く
応
募

し
て
、
な
ん
と
な
く
内
定
を
も
ら
っ

て
、
そ
の
ま
ま
就
職
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
と
き
に
感
じ
た
の
は
、〝
も

っ
と
ち
ゃ
ん
と
就
職
活
動
を
し
て

お
け
ば
良
か
っ
た
〞
と
い
う
こ
と
。

に
転
職
し
た
の
は
、
そ
う
い
う
自
分

の
経
験
を
生
か
し
た
か
っ
た
か
ら
。

学
生
た
ち
が
、
僕
の
よ
う
な
失
敗
を

し
な
い
よ
う
に
、
ち
ゃ
ん
と
就
職
活

動
を
し
て
、
自
分
を
改
め
て
知
り
、

企
業
と
、
社
会
の
こ
と
を
よ
り
深
く 

        

知
る
機
会
や
方
法
を
作
っ
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。 

　

そ
ん
な
熱
い
想
い
を
抱
き
な
が

ら
日
々
の
仕
事
に
励
む
高
橋
さ
ん

に
と
っ
て
、
最
大
の
喜
び
は
、
や
は

り
学
生
た
ち
か
ら
、
就
職
活
動
が
う

ま
く
い
っ
た
と
い
う
報
告
を
受
け

る
こ
と
。
そ
ん
な
と
き
は
、
す
ぐ
に

で
も
一
緒
に
祝
杯
を
挙
げ
た
い
気

持
ち
に
な
る
の
だ
と
い
う
。 

最
後
に
高
橋
さ
ん
か
ら
、
在
学
生
へ

ど
ん
な
学
生
生
活
を
送
る
べ
き
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。 

 

「
帝
京
大
学
は
、
自
分
次
第
で
何
で

も
で
き
る
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。
規

模
が
大
き
い
大
学
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
人
が
い
る
し
、
留
学
生
も
多

い
。
自
分
で
世
界
を
狭
め
る
こ
と
は

し
な
い
で
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
欲
し
い
。
社
会

人
に
な
る
と
実
感
す
る
の
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
あ
れ
だ
け
自
由
な
時
間

が
あ
る
の
は
大
学
時
代
だ
け
。
限
り

あ
る
時
間
を
ど
う
か
有
意
義
に
使

っ
て
欲
し
い
。大
学
時
代
の
経
験
は
、

そ
の
後
の
価
値
観
や
人
間
性
に
大

き
く
影
響
す
る
と
思
う
ん
で
す
」。 

　

定
温
動
物
で
あ
る
人
間
は
暑
け

れ
ば
血
管
を
拡
張
し
汗
を
か
き
熱

を
放
出
し
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
は

血
管
を
収
縮
し
熱
の
放
散
を
防

ぎ
、
寒
け
れ
ば
震
え
る
こ
と
に
よ

り
筋
肉
を
動
か
し
熱
を
産
生
し
体

温
を
一
定
に
保
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
血
管
の
拡
張
・
収
縮
は
自
律
神

経
の
働
き
で
調
整
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
ク
ー
ラ
ー
と
い
う
人
工
的

な
環
境
は
、
自
然
界
に
た
と
え
る

と
熱
帯
地
方
と
北
極
、
夏
と
冬
の

よ
う
な
、
暑
い
屋
外
と
冷
房
の
効

い
た
部
屋
と
い
っ
た
温
度
差
の
激

し
い
環
境
を
我
々
に
短
時
間
に
繰

り
返
し
負
荷
す
る
の
で
、
血
流
調

節
を
す
る
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
ク
ー
ラ
ー
病
が
お
こ
り
ま

す
。
手
足
の
冷
え
・
慢
性
的
な
だ

る
さ
・
疲
労
感
・
頭
痛
・
め
ま
い
・

し
び
れ
・
ほ
て
り
・
肩
や
首
の
こ

り
・
関
節
痛
・
生
理
不
順
・
食
欲

不
振
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
体
の
変

調
を
総
称
し
て
「
ク
ー
ラ
ー
病
」

（
冷
房
病
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

女
性
は
男
性
よ
り
全
身
の
筋
肉
量

が
少
な
く
熱
を
作
り
に
く
く
、
夏

場
は
薄
着
の
女
性
に
と
っ
て
、
オ

フ
ィ
ス
の
ク
ー
ラ
ー
は
体
を
冷
や

す
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性

に
合
わ
せ
た
温
度
調
節
が
大
事
で

す
。 

　

ク
ー
ラ
ー
は
ク
ー
ラ
ー
病
を
お
こ

さ
な
い
よ
う
適
切
な
温
度
２７
℃
〜
２８

℃
で
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

外
気
と
の
温
度
差
は
5
℃
以
内
が
理

想
。
身
体
の
冷
え
を
感
じ
た
ら
こ
ま

め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。
冷
え
性
の
方

を
基
準
に
温
度
調
節
を
し
、
冷
た
い

風
が
直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
ま
た
、
天

井
と
床
の
温
度
差
は
１０
℃
前
後
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
温
度
差

を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

ま
す
。
最
近
は
フ
ァ
ン
な
ど
の
便
利

な
ツ
ー
ル
も
出
て
い
る
よ
う
な
の
で

そ
れ
を
利
用
し
取
り
付
け
る
の
も
良

い
方
法
で
す
。 

　

し
か
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
所
で

は
自
分
に
合
わ
せ
た
温
度
調
節
は
で

き
ま
せ
ん
。
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
ク
ー

ラ
ー
に
長
時
間
あ
た
る
人
は
、
身
体

が
冷
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
や
ひ
ざ
掛
け
な
ど
の
服
装
の
対

策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
冷
え
性
の

方
は
下
半
身
を
暖
め
る
工
夫
が
大
事

で
す
。
ソ
ッ
ク
ス
は
足
の
指
の
間
の

汗
を
吸
収
す
る
緩
め
の
5
本
指
ソ
ッ

ク
ス
を
、
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
や
ス

パ
ッ
ツ
な
ど
で
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を
温

め
、
腹
部
の
冷
え
も
婦
人
病
に
つ
な

が
る
場
合
も
あ
り
腹
巻
も
有
効
で

す
。 

　

車
や
ク
ー
ラ
ー
を
利
用
す
る
現

代
人
は
、
汗
を
か
き
に
く
い
体
質
の

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
汗
に
は
体
温

調
節
だ
け
で
は
な
く
、
体
内
の
老
廃

物
を
流
し
出
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ク
ー
ラ
ー
病
に
な
り
に
く
い
体
質
・

冷
え
性
に
な
ら
な
い
体
質
を
つ
く

る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。
そ
れ

に
は
よ
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
。
末

梢
循
環
が
よ
く
な
り
ま
す
。
軽
く
汗

ば
む
く
ら
い
の
運
動
が
必
要
で
、
例

え
ば
早
足
で
さ
っ
そ
う
と
歩
く
こ

と
は
最
も
簡
単
に
で
き
る
方
法
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
運
動
を
し
て
汗

を
か
く
回
数
が
増
え
る
と
、
発
汗
機

能
が
高
ま
り
ま
す
。
ち
な
み
に
タ
バ

コ
は
喫
煙
時
に
は
末
梢
血
管
が
収

縮
し
ま
す
。
末
梢
循
環
が
落
ち
一
時

的
冷
え
性
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
禁
煙
も
大
事
で
す
。
み
な
さ

ん
汗
を
か
き
や
す
い
体
質
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

入
浴
は
汗
を
か
き
や

す
い
体
質
に
す
る
最

も
簡
単
な
方
法
で
す
。

特
に
、
ぬ
る
め
の
お
湯

に
長
時
間
入
る
（
３８
〜

４０
℃
に
ゆ
っ
く
り
と
１０
〜

２０
分
）
の
が
い
い
で
し

ょ
う
。
半
身
浴
（
水
圧
に
よ
る
負
担

を
避
け
る
た
め
水
面
が
心
臓
の
位

置
よ
り
下
に
く
る
よ
う
に
し
て
ぬ

る
い
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
か
る
）は
、

身
体
を
芯
か
ら
温
め
て
、
汗
を
か
き

や
す
く
し
ま
す
。
寝
る
の
は
入
浴
後

1
時
間
程
度
経
っ
て
か
ら
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
冷
え
性
の
方
は
、
内
か

ら
冷
え
る
食
べ
物
は
さ
け
、
温
ま
る

も
の
を
摂
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
冷

え
や
す
い
食
品
と
し
て
は
冷
た
い

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
類
、

ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
ケ
ー
キ
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
血
行
を
よ
く
す

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
多
く
含
む
緑
黄
色

野
菜
、
豆
類
や
穀
物
類
、
毛
細
血
管

の
機
能
を
保
持
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
多
く
含
む
果
物
な
ど
は
逆
に
身
体

を
温
め
る
食
べ
物
に
な
り
ま
す
。 

自身の苦い経験をもとに、説得力にあふれる話を 
聞かせてくれた高橋さん。大学生たちの就職活動を 
サポートする仕事に就いている先輩です。 

高橋 徹さん 

2004年3月卒業

Q 
世界的な気温の上昇傾向で、ますます暑さを増すばかりの日本の夏。 
こう暑いとついつい一日中クーラーをかけて過ごしてしまいがちです。 
冷えきった部屋で、あったかいうどんを食べるのもまたオツなモノですが、 
ところで先生、クーラー病って一体なんですか？ 

クーラーのつけすぎ、何が悪いの？ 
ヒートアイランド現象でますます暑い夏が来た！

や っ ぱ 

一 番 で 

り 

す 
が 、 

Good Health.

サッカーサークルの中心選手として 
活躍した学生時代の一コマ。 

 

1981 年、神奈川県生まれ。
現在の会社に入社したのは、
約 1 年前。多摩・八王子地
区の大学を中心に業務に携
わっている。 

㈱ディスコ
スチューデンツコミュニケーション部

高橋 徹さん   Tohru Takahashi

1982 年東京大学臨床系大学
院卒業。帝京大学第二内科
助手を経て、2003 年 6 月
より現職。日本感染症学会
会員、日本化学療法学会会
員、日本環境感染学会会員。 

帝京大学医学部内科学講座

西谷 肇准教授  Hajime Nishiya

13 Flair 



公衆衛生学矢野栄二教授の紹介により英

国ケンブリッジ大学 Addenbrooke’s 

Hosp i t a l で外科学臓器移植の臨床実

習に、平成 19年 3月から 2ヶ月間、医

学部 6 年横山信喜さんが参加した。は

じめての英国訪問と実習ということで、

不安とともに日本を出発した横山さん、

「初日から病棟のスタッフが快く迎えて

くれ嬉しかった。実際の実習内容は、自

主性を尊重するもので、何をしたいかを

絶えず質問された。そこで回診に毎日参

加して病歴を取るなど、さまざまなこと

にチャレンジ。またオペ室では、臓器移

植の手術に助手として参加し、執刀医か

ら直接、解剖や病態について多くを学ぶ

機会が得られた」と話す。この実習には、

ドイツやアメリカなど各国の学生も多数

参加しており、勤務がオフの日には、パ

ブでお互いの将来について話し合うなど

の交流を図ることができた。

名門英国ケンブリッジ大学での
臨床実習

Education

卒業式で冲永賞４名、そして冲永奨励

賞 6名の授与式が行われた。

平成1８年度、冲永賞及び
冲永奨励賞受賞者

Winners

医薬分業が進む現代、就職先トップの

保険薬局の薬剤師では、処方せん調剤

をはじめ、在宅患者さんへの服薬支援、

市民の健康管理、プライマリ・ケアな

どに貢献できる「かかりつけ薬剤師」

の養成が期待されている。これに伴い

昨年度から 6 年制に移行された薬学部

では、6ヶ月間（1ヶ月の大学でのプレ

教育＋2.5 ヶ月の病院実習＋2.5 ヶ月の

保険薬局実習）という長期の実務実習

が必修化された。そして、帝京大学薬

学部では質の高い実務実習を行うため、

本年 4 月からセンター長に井上圭三学

部長を迎え、「病院薬局実務実習センタ

ー」を新設置。また、このバックアッ

プ部門として、相模湖キャンパスの最

上階に実務経験者の専任スタッフ 1 名

と、実務をやりながら教員として働く、

みなし専任教員 1 名の合計 2 名で「薬

局調剤部門」を整備した。

帝京相模湖キャンパス
「薬局調剤部門」新設

Facility

八王子キャンパスでは、大学 4 年生・

短大 2 年生を対象に学内合同企業セミ

ナーを 5 月 14 日・15 日の 2 日間、開

催した。参加企業は 68 社を数え、新設

の 1 分間企業 PR は、参加学生 395 人

への道しるべとして、非常に好評を博

した。

八王子キャンパスで
合同企業セミナー開催

Workshop

東洋証券の塚本慶さん（経済学部経済

学科卒業）が平成 18 年度下期の総合営

業部門「新規資金導入」で新人賞を獲得。

受賞後、塚本さんは「日々、地区を決

め中国株投資信を大口客中心に接触。

手紙、電話、訪問と新規開拓を心がけ、

こつこつ行動をした結果」と語った。

平成１７年度卒業の塚本慶さん、
東洋証券で新人賞獲得

Contest

八王子キャンパスでは 4 月 1 日より、

学内全面禁煙化の第一歩として、学生

ラウンジを含む屋外 9 箇所を「喫煙エ

リア」に設定。また、学生の理解を得

るため、分煙の趣旨を記した文書の送

付や構内の電子掲示板などを使用し、

広く協力をアピールしている。

学内全面禁煙化に
向けての第一歩

Information

医療技術学部スポーツ医療学科救急救

命士コース 1 年池谷怜明さんが、中学

3 年生～20 歳未満のベンチャースカウ

ト最高資格「富士章」を受章。池谷さ

んは「人から信頼される立派な社会人

になるという意識が強くなった」と受

賞の感想を語った。

ボーイスカウト最高資格
「富士章」受賞

Award

2007 年 5 月 15 日（火）15：00～

16：20 帝京大学理工学部、宇都宮キャ

ンパス本部棟１号館 408 教室で、「動物

の脳のはたらき：その発生と進化」と

題し、モンペリエ大学教授ケーニック

博士が英語で公開講義を行った。講義

中は、バイオサイエンス学科塩川光一

郎教授が翻訳と解説を担当した。講義

は教授の研究変遷を、思い出の場所や

大学などと交えつつ紹介。その後、教

授の専門である前脳の形成過程におけ

るニューロンを形成する細胞群の行動

について専門的な説明をした。この講

義は、塩川教授が担当する「発生生物学」

の３年生向けの授業だったが、一般市

民 10 名、高校生 12 名の他、１年生の

英語２クラスの教員と生徒が参加する

など、370 名の収容可能な教室がいっ

ぱいとなり、多数の立ち見がでるほど

の盛況振りだった。

モンペリエ大学教授
ケーニック教授の公開授業

Event

5 月 26 日、八王子キャンパス心理臨床

センター主催の公開講座を開催。講師

の文学部心理学科池田教授は、「心理療

法にはどのような効果があるか」をテ

ーマに講演。当日は、教育関係者や地

域住民を含む 172 人が受講し大好評。

講演後、センター内見学を実施した。

八王子キャンパスで
心理臨床セミナー開催

Workshop

今回は本の特集でしたが、皆さんのお気

に入りの本は載っていましたか？同じ一

冊の本でもその本を好きな理由は人それ

ぞれで、その本から受ける影響もまた人

それぞれなのだと、取材を通して改めて

感じました。一冊の本の持つ世界の広さ

には計り知れないものがありますね。お

気に入りの本屋さんで手にとって感じる

「あ、この本読んでみたいな」という感

覚も、好きな本とめぐり逢うための第一

歩。この夏もまた、お気に入りの本が増

えそうです。（本部入試室広報グループ

木村）

Editor’s Note

See You 
Next Issue!! 
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いつも一緒の仲間に支えられ、がんばろうという気
持で困難にも打ち勝ってこれたと思います。

冲永賞 渡辺由希さん 

世界学生空手道選手権大会　 
個人戦形の部 優勝 

経済学部 経済学科 4年 

後輩たちに、何事も後悔をしないよう取り組み、柔
道を体いっぱい楽しんでもらいたいです。

冲永奨励賞 川崎由紀さん 

【柔道】東京学生優勝大会（団体戦）優勝　 
全日本学生優勝大会（団体戦）優勝 

経済学部 経済学科 4年 

後輩へ。空手は辛い、やめたくなることもあるだろ
う。でも、一生懸命に続けることが何よりも大事。

冲永奨励賞 忠鉢考治さん 

第48･49回 全日本学生空手道選手権大会 
個人戦組手の部 準優勝 

経済学部 経済学科 4年 

素晴らしい賞をもらって光栄です。応援してくれて
いる方々へ、少し恩返しができてよかったです。

冲永奨励賞 杉淵りずみさん 

国民体育大会柔道競技  
東京都少年女子チーム（大将）優勝 

帝京高等学校 3年生 

なにげない先輩のひと言から始まったこの活動に、
いつしか本気でのめり込んでいました。

冲永奨励賞 佐々木直己さん 

ピアエデュケイション活動 
学外ボランティア活動 
 

帝京平成大学 健康メディカル学部 4年 

福岡国際女子柔道選手権大会優勝　 
中国青島国際柔道選手権大会優勝など 

経済学部 経済学科 4年 

自分たちが、がんばってやってきたことが形となり、
後輩たちの励みになればとても嬉しいです。

冲永奨励賞 江面真行さん 

本田宗一郎杯Hondaエコノパワー 
燃費競技全国大会グループⅢ 6位入賞 
 

理工学部 機械･精密システム工学科 4年 

いつも支えてくれた方々に、伝えきれない感謝の気
持をひとつの形にできて本当に嬉しいです。

冲永奨励賞 菅さやかさん 

国際一輪車競技大会 フリースタイルグループ優勝 
ペア・エキスパート準優勝 

文学部 教育学科 4年 

諦めず努力することが大切。そうすれば、立ちはだ
かった壁を越えられる。そして、結果もついてくる。

冲永賞 土屋和人さん 

全日本学生空手道選手権大会  
個人戦形の部 優勝 
 

経済学部 経済学科 4年 

応援してくれる方々に、ありがとうの気持ちを込め
て、この賞を贈りたいと思います。

冲永賞 塩澤佑太さん 

全国高等学校野球選手権大会 ベスト8 
全日本選抜選手 日米親善野球大会全試合出場 

帝京高等学校 3年生 
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